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①  研修の日時 

8/7  （日 ）里 山 自 然 塾 （ふるさと森 林 公 園 ）  

9/4  （日 ）里 山 自 然 塾 （ふるさと森 林 公 園 ）  

9/20（火 ）雲 南 西 小 学 校  

9/27（火 ）亀 嵩 小 学 校  

10/2（日 ）里 山 自 然 塾 （ふるさと森 林 公 園 ）    

 計 5日 間  

 

②  研修の内容 

○8/7里 山 自 然 塾 （ふ るさと森 林 公 園 ）  

桜 の 木 の 枝 を使 い、小 型 の 椅 子 を製 作 する作 業 の 補 助 をしま した。木 の 枝 は非  

 常 に 固 く、ノ コギリで切 ったり、ビスの 穴 を開 けるの に は難 儀 しま した。参 加 者 の 皆 さ 

 んは、形 状 に あわせて枝 をうま く組 み合 わせ、思 い思 いの 椅 子 を製 作 されま した。 

   完 成 した椅 子 は 、 小 さいなが らとても丈 夫 なもの で、人 間 が 座 ることが できるほど完  

成 度 が 高 いものもありま した。 

 

 ○9/4里 山 自 然 塾 （ ふるさと森 林 公 園 ）  

   米 粉 を使 って 作 った生 地 を竹 の 容 器 に 流 し込 み、ケーキを焼 きま した。材 料 自 体  

は簡 素 なもの でしたが、竹 を割 って 加 工 した り、火 加 減 を見 なが ら 焼 いたりという作 業

を通 して、 身 近 に ある素 材 を生 かして様 々 な ことが できることに 気 づかされま した。出

来 上 が ったケーキは、香 り高 いクロモジの お茶 と一 緒 に おいしくいただ きま した。 

 

 ○9/20雲 南 西 小 学 校  

   前 半 は 、目 隠 しを して班 毎 に 一 列 で動 き、身 体 全 体 で自 然 の 匂 いや音 を感 じる 

「ネイチャーゲーム」を行 いま した。あいに くの雨 の ため体 育 館 内 での 活 動 でしたが 、

普 段 はあま り意 識 しな い雨 の 音 や風 を感 じることが できま した。参 加 者 の 小 学 生 の 方

々もとても楽 しそうに ゲームに 参 加 していま した。 

後 半 は、「音 を絵 で描 く」活 動 を行 いま した。大 人 に はとても難 しい作 業 の ように 思

いま したが 、小 学 生 の 方 々は躊 躇 することもなく真 剣 に 取 り組 んでおられま した。 

 

 

 

 



 

 

 ○9/27亀 嵩 小 学 校  

   島 根 県 の 森 林 の 概 要 や、間 伐 を行 うこ との 意 義 などを前 半 で学 びま した。公 開 授

業 の 一 環 として、保 護 者 の 方 も一 緒 に 活 動 に 参 加 されま した。 

スライドを使 った説 明 は、小 学 生 だ けでなく大 人 も一 緒 に 聞 いてよく分 かる内 容 でし

た。単 に 森 林 の ことだけでなく、地 域 の ことを学 ぶ機 会 としても有 効 な手 段 です。  

   後 半 は屋 外 で「ネイチャーゲーム」を行 いま した。目 隠 しをして自 分 が 触 れた木 を当  

てるというゲームです。皆 さん親 子 で楽 しそう に 参 加 されていま した。その 後 、学 校 の  

裏 山 に 整 備 された学 校 林 の 散 策 を行 いま した。 

  

  

 

 

 ○10/2里 山 自 然 塾 （ふるさと森 林 公 園 ）  

   参 加 者 は３班 に 分 かれ、園 内 でキノ コ探 しを行 いま した。ヘビが 何 よりも嫌 いな自 分  

に とっては、衝 撃 的 な 散 策 でした。 

その 後 、講 師 の 方 から食 べられるキノ コと食 べられないキノ コの 講 義 を受 け、図 鑑 を  

使 って自 主 鑑 定 を 行 いま した。大 量 に 収 穫 したキノ コも鑑 定 の 結 果 、随 分 少 なくな

っていま した。食 べられるキノ コは味 噌 汁 に しておいしくいただきま した。 

 

  

 



 

 

  

 

 

③ 研修の感想 

ほぼ毎日開催される頻度の多さと県内全域に渡る活動範囲の広さに、まず驚かされまし 

た。同じ学校を複数回訪問して段階的に講義を実施するなど、一過性のイベントではない

地に足の着いた活動をされているのが印象的でした。毎回の準備作業に多大な労力や時

間がかかることを考えると、もりふれ倶楽部さんの森林保全活動に対する意気込みが強く伝

わりました。 

活動は講義だけではなく、必ず何らかの体験とセットになっており、自分が体感したことと講

義の内容が結びつくように毎回工夫をされていると感じました。身近な題材や素材を使って

活動されており、日常生活の中から森林保全を考えられるよう意識付けがされていました。 

   今回は、写真の撮影や作業補助に携わりましたが、人工林が形成されていった過程や間

伐の大切さなどを参加者の方と共に学ぶことができました。森林保全の観点から島根県のこ

とを考えるという貴重なきっかけをいただくことができました。 

   森林が県土の大部分を占める島根県においては、森林保全の取り組みは重要であり、県

民の方から関心をもってもらうためにも、このような地道な取り組みを推進していくことが大切

だと感じました。 

   終わりに、今回の研修で、丁寧にご指導いただいたもりふれ倶楽部の皆様に心から感謝を

申し上げたいと思います。 

 


